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富山県立中央農業高等学校
〒930-1281　富山県富山市東福沢2
☎076-483-1911

活動団体 小動物研究班

主な活動時間 授業の一環として、休日や放課後 活動人数 6人

最終審査会発表生徒 新里 みちる（3年）　加藤 柚
ゆ な

和（3年） 担当教諭 窪木 睦明

とってもかわいい獣害対策 ～地域の環境保全をめざして～

２. モンキードッグの活用
・地域・専門機関と連携したモンキードッグ活動
　モンキードッグ活動は、リードを解放するため地域
の承認を得ることが課題。地域の方々、やるまいけらっ
きょう作り会、神通峡学校教育振興会、飛越・交流ぶ
りノーベル出世街道推進協議会、富山市鳥獣対策実施
隊大沢野猟友会を訪問し、活動の説明を行った。
　また、サルを発見するために、富山県自然博物園野
生鳥獣管理員の赤座先生からサルに取り付けてある発
信器の電波を受信して、サルの居場所を捕捉する方法
を教えていただいた。まず、八木アンテナでサルに取
り付けてある発信器からの電波を受信する。八木アン
テナには受信できる方向「前」と受信しにくい方向「後
ろ」があり、一番強く受信できた方向にサルがいること
が分かる。そして教えていただいた電波探知の方法を
さらに進化させ、オリジナルの新しい捕捉方法「モン
キー・ ロギング・三角測定法！」を開発した。モンキー・
ロギングは、サルの行動を記録。三角測定法は３カ所
からの測定を意味する。従来の活用方法では、１方向
からの受信でサルがいる方向を捕捉するためのもので
あった。これに対し、「モンキー・ロギング・三角測定法」
では、電波を３カ所から受信し、その方向を地図上で
記録。三つの方向線が交わる位置を地図上に求めるこ
とで、サルの居場所をつきとめるのである。
・効率的・効果的なモンキードッグの運用
　サルが草むらや高い場所にいると発見しづらいため、
犬の嗅覚を利用して探しだそうと考え、猟友会に駆除
したサルを提供していただいた。犬に臭いを覚えさせ、
臭いで反応し、追い払うことができるようになった。
　パトロール活動の成果として、やるまいけらっきょ
う作り会が運営する「らっきょう畑」の被害額はほとん
どなくなった。また、地域の方々のアンケート調査で

【目標・今後の計画】
　富山市神

じんづうきょう
通峡地域は、過疎化の影響で獣害や耕作放

棄地が増加している。そこで私たち小動物研究班は、
イヌやヤギの学習を行っていることから、動物を活用
した活動で、神通峡地域の保全と活性化に貢献できな
いかと本研究に取り組むことにした。
　研究目標は、モンキードッグを育成し、活動を展開
することで地域の保全と活性化に貢献すること。そし
て、ヤギを耕作放棄地に放牧し、地域の保全と活性化
に貢献することである。

【活動内容】
１. モンキードッグの育成
　モンキードッグとは、サルを追い払う犬のことであ
り、（１）人に危害を加えない、（２）人の命令に従う、

（３）追いかけたら戻ってくる、この３つが条件である。
しかし、本校のブラ号はモンキードッグとして育成し
ていなかったため、（３）の訓練は行っていなかった。
そこで、約30日かけてボールを投げ、追いかけさせ
て呼び寄せる訓練を行った。そして、富山国際ペット
ビジネス学院の学院長にモンキードッグとして認めて
いただいた。

加藤 柚和新里 みちる 窪木 睦明先生

審査員 C.W. ニコル 特別賞
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100％の方々が「モンキードッグ活動は地域の保全に
貢献している。今後も必要」と答えてくださった。
３. ヤギの活用
・地域の保全に貢献
　耕作放棄地は野生動物のすみかになっており、サル
やシカが人里に下りてくる原因になっている。そこで、
耕作放棄地にヤギを放牧して、地域の保全に貢献しよ
うと考えた。ヤギを飼育している農家の方に協力を要
請し、ヤギを無償で貸していただくことができた。
　ヤギは人工飼料を与えず、その土地の雑草で生活さ
せ、作成した「健康観察チェックシート」で定期的に健
康観察を行った。地域の方々へのアンケート調査でサ
ルやシカは近づいていないということがわかった。
・地域の活性化に貢献
　新しい市民団体「神通峡ふるさと創生物語」を結成し
た。今年度は昨年放牧した２カ所の耕作放棄地を農地
に再生し園芸を楽しんだ。しかし、２カ月を過ぎた頃、
イノシシやサルによって農地が壊滅した。そこで、ヤ

ギを放牧することで野生動物とのすみ分けをつくる「ヤ
ギベルトファーム」の活用を考えた。耕作放棄地の外
枠はヤギの放牧エリア、内側は農地とすることですみ
分けをつくる。地域の方々に新しい環境保全の取り組
みとして浸透させるため、「神通峡ヤギフェスティバル
2017」を開催し、100名を超える人々が訪れた。来場
者へのアンケート調査では、100％の方々に理解を示
していただき、耕作放棄地30ａの提供を受けた。その
結果、「ヤギベルトファーム」を増設し、地域の保全と
新しいコミュニティーとして活用していただいている。
 

【成果・実績】
　モンキードッグ活用の成果として、やるまいけらっ
きょう作り会から、「モンキードッグの活動により、
地域の保全と活性化に貢献したことによって、栽培面
積100ａの増加を決定した」と報告を受けた。
　また、ヤギの放牧によって地域の保全に貢献するこ
とができた。さらに新しい市民団体を結成し、「ヤギ
ベルトファーム」を開発することで、地域の輪が広が
り、活性化に貢献できた。

●活動にあたり創意工夫したこと
・オリジナルの訓練方法（リードを記号ロープで繋ぎ、ボールを摑んだら命令を出し、軽い刺激を与えることを繰り
返す）で既存の犬をモンキードッグとして育成した。

・耕作放棄地でのヤギの放牧では、必要な耕作放棄地や資材（柵、杭、ヤギが休むための小屋）はすべて地域の方々
から無償で提供を受けた。

●活動の際に苦労したこと
私たちの活動は地域で活動しなければいけないので、地域全体の承認が必要である。そのため、教育振興会や観光
協会、営農団体を通して地域の方々に丁寧に説明を行い、地域の承認と協力体制ができた。コミュニケーションを
取ることの重要性を学ぶことができ、やる気の向上につながった。

活動の環
わ

を広げよう 出場者からの提言

◎出場者のみなさんからの質問や意見は、とても具体的でした。また、発表内容もすばらしく感動しました。今後は、
モンキードッグの普及活動やヤギベルトの研究を通して、野生動物との共存と地域の環境保全に貢献していきたいです。	
	 （新里	みちる・3年）

◎全国から集まったみなさんの活動は具体的で、真剣に環境問題について向き合っていました。質問タイムではみなさん
の積極的な意見を聞くことができ、とてもよい思い出になりました。今後も活動を継続し、地域の環境保全に貢献した
いと思います。	 （加藤	柚和・3年）


